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自
民
月
内
に
導
入
へ
本
格
論
議

個
人
の
所
得
情
報
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
､
正
確
な
徴
税
に
役
立
て
る

｢
納
税
者
番
号
制
度
｣
に
つ
い
て
､
自
民
党
は
導
入
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
(
p
T
)
を
政
務
調
査
会
に
設
置
､
月
内
に
も
本
格
的
な
議
論
を
開
始

す
る
｡
今
夏
ま
で
に
早
期
実
現
を
求
め
る
報
告
書
を
ま
と
め
る
｡

納
税
者
番
号
は
全
国
民

に
番
号
を
割
り
振
り
､
給

与
と
株
式
な
ど
金
融
取
引

で
得
た
利
子
収
入
な
ど
の

情
報
を
一
括
し
て
管
理
す

る
｡
政
府
･
与
党
が
導
入

を
目
指
す
金
融
所
得
課
税

の
一
体
化
に
欠
か
せ
な
い

上
､
職
業
に
よ
っ
て
所
得

の
捕
捉
率
が
ば
ら
ば
ら
な

状
況
の
改
善
も
期
待
さ
れ

て
い
る
｡
政
府
は
0
9
年
度

税
制
改
正
関
連
法
案
の
付

則
に
｢
納
望
番
口
遍
入
一

の
準
備
を
含
め
､
納
税
の

利
便
向
上
と
課
税
適
正
化

を
図
る
｣
と
明
記
し
､
麻

生
太
郎
首
相
も
導
入
に
意

欲
を
見
せ
て
い
る
｡

し
か
し
､
個
人
別
に
金

融
情
報
を
管
理
す
る
制
度

を
巡
っ
て
は
､
郵
便
貯
金

な
ど
の
非
課
税
枠
(
マ
ル

倭
)
の
悪
用
を
防
ぐ
た
め
､

8
0
年
度
税
制
改
正
で
｢
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
｣
(
少
額
貯

苔
等
利
用
者
カ
ー
ド
)
の
Ⅶ

導
入
が
決
ま
っ
た
も
の
の

｢
貿
金
が
海
外
に
流
出
す

る
｣
と
の
反
対
論
が
高
ま

り
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
廃

止
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
｡

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
(
住
革
ネ

ッ
ト
)
導
入
時
の
反
発
も

強
か
っ
た
こ
と
か
ら
､
さ

ら
に
詳
し
い
個
人
情
報
が

盛
り
込
ま
れ
る
納
税
者
番

号
制
度
へ
の
警
城
感
は
根

強
い
と
み
ら
れ
る
｡

こ
の
た
め
自
民
党
p
T

は
､
同
様
の
制
度
を
導
入

済
み
の
欧
米
の
実
態
を
調

査
｡
社
会
保
障
関
連
の
給

付
情
報
も
一
体
的
に
管
理

し
､
子
供
の
多
い
世
帯
や

低
所
得
世
帯
に
絞
っ
て
税

額
控
除
を
手
厚
く
し
た

り
､
層
別
な
給
付
金
を
支

給
す
る
際
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
状
況
を
報
告

す
る
こ
と
で
､
導
入
へ
の

環
境
整
備
を
進
め
た
い
考

え
｡
住
基
ネ
ッ
ト
と
の
乗

り
入
れ
の
可
能
性
も
検
討

す
る
｡
　
【
赤
間
満
広
】


